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汲
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、
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岳
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司
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仏
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イ
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鉱
閉
山
有
夫
氏
で
す
u

を
受
け
む
初
学
げ
し
ま
し
た
円
両
氏
内
徐
作
は
v
柄
、
決
後
d
M
J
跡
前
け
吋
念

へ
き
も
を
S
ミ
‘
，

h
e・
‘
，
亀
，
‘
，
.
R

を
‘
，
.
町
地

2
8・
‘
孝
義
き
を
ミ

t
s
a
'
a
s
z，
を
き
も

'h，
.
‘
，

a亀
有
種
亀
撃
を
?
き
‘
‘
.
，
司

'
s，
を
き
そ
さ
，

ah，‘‘
'a，
5
9る
き

a
'
n司
、
，

z
e当
事
益
事
泊
費
，
‘
‘
，
.. 
3
-，
を
‘
.
4

e

l

月
日
目
的
前
官
民
滋
挙
じ
お
い
て
的
検
討
恥
定
着
化
が
潜
突
に
滋
み
コ
つ
あ
同
活
用
収
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す
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仲
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と
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潟
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激
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い
よ
い
ぶ
篠
笈
鍛
枇
闘
の
時
間
期
巳
怠
り
出
品
し
た
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大
切
な
燃
潔
で
す
。
私
た
お
か
銭
か
な
悼
ん
活
を
送
り
、

応
、
税
金
は
い
ろ
い
ろ
な
と
ご
ろ
で
後
わ
れ
て
い
ま
す
。

枕
帥
む
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納
税
マ
間
明
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ま
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を
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く
り
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し
よ
う
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窓
口
受
信
期
間
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跡
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公
開
円
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臼
か
ら

3
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刊
同
日
放
で
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税
務
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の
感
慾
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
)
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
お
噂
め
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さ
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滋
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し
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①
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収
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鵡
え
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え
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③
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叫
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時
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え
る
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問
閉
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に
緩
定
申
告
π
叫
が
納
税
が
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関
絡
会
社
的
役
員
で
、
そ
の
法
人

な
さ
れ
な
い
機
告
に
は
も
怒
添
削
院
や
加
が
ら
食
品
明
会
総
や
、
本
動
産
賃
貸
料
也
管

算
税
が
賦
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き
れ
ま
す
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付
て
い
る
入
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確

定

申

告

が

必

築

な
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納
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牟

し

法

人

際

線

ee必
然
し
た
入

所
得
税
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怨
人
が
1
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に
縛
れ
ん
山
間
予
定
前
税
額
副
島
る
人

所
得
に
ん
め
と
て
か
か
る
税
金
で
す
f
次
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申
告
容
と
納
付
奮
は

め
よ
う
な
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.
所
得
税
的
確
定
中
合
通
総
務
緩
か
ら
滋
ら
れ
た
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を
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し
な
け
れ
ば
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ま
せ
ん
c

税
筋
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か
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れ
た
申
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書
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事
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格
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和
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中
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印
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滋
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仲
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滋
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句
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約
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献
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て
〈
だ
さ
る
よ

算
出
し
た
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内
総
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庁
、
総
泌
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怖
即
日
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よ
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う
と
協
力
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お
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滋
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な
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含
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る
潟
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い
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縁
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叩
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概
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付
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摘
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齢
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用
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仲
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を
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縦
約

ι

出
品
け
を
す
る
人
と
は
次
に
人
主
ν仏
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収
叫
伐
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梓
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ど
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潟
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*
1
1
1
¥
 

色
人
医
擦
の
う
ち
、
お
年
計
り
が
医

鼎
機
関
の
窓
口
て
負
仰
す
る
一
部
負
抑

「
I

I

I

l

l

i

-

-

-

-

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

に
タ
オ
ル
を
か
け
、
ぬ
る
ま
渇
を
ゆ
一
つ

く
り
か
け
て
い
掛
か
し
て
く
だ
さ
い
(
急

に
民
同
を
か
け
る
と
、
川
H
や
蛇
口
か
舵

裂
す
る
恐
れ
か
あ
り
ま
す
ー

介
醐
幽
施
肢
の
制
度
佑
一

を
園
る
た
め

ψ
市

B
I
l
l
¥

境
白
ね
た
き
り
主
と
て
介

A
を
必

要
と
寸
る
お
年
寄
り
は
全
日
山
ご
杓
山

万
人
I
Y

一
推
定
さ
れ
、
今
後
、
高
齢
化
か

進
も
と
、
幻
世
紀
に
は
l
o
o
-
M
人
奇

化
人
叫
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
ま

た
こ
う
し
と
お
年
寄
り
を
抱
え
て
い

ゐ
京
肢
の
む
身
内
村
山
労
は
極
め
て
大
き

金
は
全
体
の
川
%
に
す
き
ま
せ
パ
く
要
介
作
品

ι人
汁
取
は
長
好
社
会
に

E
人
医
準
品
目
的
大
部
分
は
、
若
い
人
向
け
て
緊
急
の
謀
題
て
、
介
1
4
を
巴
要

注
か
負
相
し
て
い
ま
す
若
い
人
法
は
と
す
る
お
年
寄
り
の
持
つ
、
医
掠
-
一

l

円
分
や
子
供
の
医
需
品
目
の
は
カ
に
、
位
一
ス
と
生
話
ニ
ス
の
両
方
に
応
え
る
地

人
医
躍
を
負
刊
し
て
い
る
の
で
す
り
設
か
い
羽
め
り
れ
て
い
ま
し
た

若
い
人
達
の
負
制
と
の
均
~
聞
を
と
っ
こ
の
よ
う
な
竪
誌
に
応
え
て
、
決
迎

て
制
度
円
安
定
を
凶
る
こ
と
カ
也
市
古
て
て
安
心
し
た
坐
一
一
山
を
内
心
吊
ぜ
す
辛
凶

あ
り
ま
し
た

(
E人
俣
市
叩
の
負
刊
の
設
で
回
れ
る
よ
フ
、
人
川
沿
地
誌
の
制
度

現
状

1
下
回
参
照
一
一
化
か
」
同
ゐ
こ
と
カ
日
要
て
あ
り
ま
し
た

度
引
年

回8
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内
閣
題
曲
事
拠
品
縄
出
国
母
肉
留

持⑫コ
漏
水
が
起
き
た
ら

丙
止
水
栓
を
閉
じ
て

E
H
に
」
苦
ユ
ヰ
ご
、
医
ト
、
也

o
a
l
t
-
J
t
1
5
l
f
t
 

中
で
の
水
道
管
破
裂
も
あ
り
ま
す

U

挺
わ
し
い
時
は
蛇
口
を
全
部
閉
め
て

メ
ー
タ
ー
を
占
附
し
て
く
だ
さ
い

亦
い
け
か
合
し
て
も
阿
っ
て
い
れ

は
漏
水
し
て
い
ま
す
端
本
カ
起
き

た
時
は
、
メ
タ
ホ
ノ
ク
ス
内
向

川
止
水
怪
を
閉
じ
て
、
お
一
止
く
の
指

定
水
道
工
事
山
か
北
道
局
宮
(
剖
一

o

l
l
-
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

c

一
部
轟
盟
盆

の

醸

定

一
部
白
川
刊
金
カ
改
定
さ
れ
外
来
円

時
人
口
か
各
月
向
日
取
初
の
へ
U

市
日
に
0
0
υ

0
円
、
入
院
の
埼
九
日
か

l
H
に
つ
き
1

0

0
円
と
な
り
ま
し
た
た
た
し
、
人

一
院
時
+
部
負
日
企
に
つ
い
て
、
市
民
税

#
諜
悦
日
常
に
属
す
る
邑
齢
福
祉
年
金

受
給
括
的
方
に
付
し
て
は

2
か
月
を

限
度
と
し
て
1
日
に
つ
き
う
り

υ円
に

減
傾
寸
る
特
例
か
訟
け
h
れ
て
い
ま
す

ι

該
当
す
7
0
方
は
、
山
相
認
定
的
申
請
を

し
て
く
ど
き
い

n

工事 l吉名|住所 電話

1;11 f~ j乎 -f l~立 {li I，t回 6 - 1 82 --8 1 1 1 

(削岩井辻 弘 : r 今 生 !，白 41 5 - 2 88 0 3 5 7 

(川何回'Ì~' r: I fti 仏【 2 3 6 4 89 2 4 5 5 

1;0か みや水宜 h キ[-I¥;，手 (-2-3414 82 0265 

({iI i~':: u-総イ'l-~生右 fえ{{;(417 84-3330 

1;川任電 出水草誌寺 宇 i~ 2 0 7 0 3 88 - 9 1 3 1 

仲村山同1'1" -.lニ ギ 1 I 82 - 0 1 7 1 

1;，Hc間近機 4引由仁業 IIJ ー15 18 82 - 2 0 1 8 

だ Efl設 {iiT業 開 法 守山 --621 84-2567 

((，)中里j没 暗 T 業 fiJf I ，M) -H.:. f1 1 - 3 1 I 88 0 7 5 1 

件前中村品生輯[業 九 iτ2- 1 -12 I 82 3 4 2 3 

1;，1 庶民設係 市，. 2 2 6 9 I 89 1 2 1 1 

(川西村古Hii 向型l'IIJ ，1 6 7 5! 82 5 3 9 4 

f l (本主主柑 五ドれ 3 I 82 --0 0 5 5 

11，)前比一設閣」よ主主 i.f 2 -- 7 I 82 - 3 9 4 0 

1fJ1花辺管工与 下 今戸 438-1 I 84-4 1 1 1 

i'主辺設備工主fI1 I 1.， 10 - 12 I 82 - 7 0 2 0 
一一Ih1 丹 1J 工生内佐 84 5 - 1 I 88 - 7 2 7 2 

ぷ塚設備附|市住 23 6 8 I 89-1 0 2 8 
1;，1岡田設備 I 主主 |ィ I liJZ地 7 1 2 I 88 - 2 5 3 6 

4ヨ 工業 1;，) I北町 2 7 I 83-2 2 4 5 

審
人
保

髄
韓
の
劇
鵠

ね
た
き
リ
主
と
の
f

片
品
を
日
要
と
す

る
お
年
寄
り
に
阪
市
サ
ピ
ス
と
日

常
生
出
サ
ヒ
ス
を
合
わ
せ
て
提
供
す

る
析
し
い
地
設
と
し
て

1
E人
保
健
協

訟
」
(
下
図
参
照
一
を
創
設
し
ま
す

E
人
保
健
凶
設
の
M
n
d

備
計
品
川
は
、
昭

和
問
年
度
に
モ
テ
ル
地
投
を
剖
試
し
、

明
同
百
年
度
ま
で
に
約
m
l
M
万
咋

の
水
平
を
め
ざ
し
ま
す

老人医療費の負担の現状

持日ゴ川
直璽:D5% 

巨互}[]5% 

政管健保

健保組合(約1，700祖合)

船員保険

共済経合(約80tH合)

国保(約3，400の富保)

共悶で抱出 1- 70% 

(注) 公費と拠出金は、老人医痔費から 部負担を除い t-自自のそれそ

れ30%、70%である

428 

老人保健施設の概要

入所サ ピス

医脅サ ビス

a常生孟サ ビス

お
@
品
目
窃
議
時
鴎
局
内
盟
各

老人保理符設

一一在宅サビス
短期入所

E
人
保
健
制
度
目
円
滑
生
涯
討
を
同

ニんなとき 手続き いつまで

転出するとき
健康子校を添えて111'1

転出寸るffrlに
出る

死亡の同iH義務者か

死亡したとき 死亡す?の健康T.t，Kを 14日以内に

Ir、えて~:H:る円

氏内名変転更・市 健康 F伎を if'、えて[Ill
14111)Y.] に

での居 rH1J 

加療あ入保っ険たしてにと変い阜更る医が
健康保険ロ止と健康 T

14日以l吋(こ
官、を{長えてf111iHる

る
た
め
、
つ
き
の
よ
う
主
と
き
に
は

市
役
所
ま
た
は
件

支
一
附
に
以
出
か
必

要
ご
す
凶
出
か

5
れ
4
い
と
ヂ
刊

誌
を
こ
う
じ
る
埼

へ
日
カ
あ
り
ま
す
の

て
、
こ
ど
は
合
U
く
た

さ
い主

打
、
ハ
人
也
市
ド

仙
川
比
守
て
、
健
市
T

怯
Aq
一向

J

て
阪
市
吋

を
受
け
る
時
ム
U
L

ι寸
日
明
出
て
く
た

也
、
い



-tt-: 

め
て
、

相マ制限緩

2
日付
2
M
M
へ

肉

付

ぺ

四

v
時

間

午

後
1
特
別
分
か
、
り
号
、
一
時
mw

持
続
「
H

バ
ぺ
お
日
九
M

月

)

吋

一

ryA
付
午
後
1
時
か
ら
守
主
的
吋
加
分
い

wv
祭
竹
崎
務
総
如
相
川
山
年
日
開
円
余
ま
れ

V
申
し
込
み
川
防
総
セ
ン
タ

i
へ
後
手
山

小川市孔叩
h
M
M
下
滋
Q
U
持
か
ら
Q
J

時
刻
分
ま
ま
た
は
夜
持
お
い
て
《
だ
き
い

?
Lゆ
九
や
，
A

ル
仲
山
崎
一
}
め
は
か
め
礼
児

hv一
屑
こ
り
・
際
競
教
室
臼
贈
位

以
乍
約
9
録
的
す
か
ら
れ
持
ま
て

相v
悼
門
拳
母
す
榊
時
由
晴
子
桜
sr

バ
ス
タ
オ

九

3
枝
子
校
に
ほ
れ
官
庁
枝
市
内
乙
よ
く

総
察
し
て
忍
入
し
ま
し
ょ
う
、

明
日
乳
児
鐙
訟
は
母
チ
鈴
様
子
が
棋
の
い
世
件

寺(、
4
2
3
6
か
同
庁
拐
、

9
1
H
A
M
R階
)

を
日
判
明
し
絞
療
機
付
開
で
受
け
ま
し
ょ
う

す
持
参
母
4
J
同
時
枝
子
版
お
よ
か
羊
一
元

培口呉川
M
F
件
問
符
零
時
市
l

M

M

M
は
ハ
ス

タ
介
乙

1
い
は
諮
4
M
M闘
は
さ
均
一
L
命

第702き

蕎

毘

謂

談

U 

V
持
参
母
チ
帥
闘
機
手
様
、
隊
法
両
市

一
日
山
入
も
れ
の
を
い
よ
う
に
)

4
1最
6
が
月
間
児
鐙
康
一
欝
査
呂
程

あ
V
内
容
傘
刊
ミ
k
J
吋m
w
斗
ぷ
?
と

T
Aり

き
ず
な

L

也
子

A

升
+
り
ゃ
ん
め
お
数
日
山
め
入

此
方
(
実
相
尚
一
本
税
に
な
る
と
ぺ
い
う
こ

と
は
{
話
)
ホ
そ
の
他
M
M
H試

田

親

学

級

wv
時

間

午

前
9
時
加
吋
か
い
て
は
持
部

汁
ま
て
…
部
3
同
日
の
み
午
後
ミ
時
か

割丸元

小?安1
E寺本令ぬ!!
I~. 大日ワ気

1犠きとの
?γ ヲ2
tん jぬ人
こよ 殺 の

何百両事め

(7) 1987. 2. 1 

(
却
除
却
時
・

1
没
3
か
月
)

主
将
弁
沙
畿
、
ち
ゃ
ん

人
見
知
り
し
な
い
で

だ
れ
と
で
も
い
め
友
速
に

つ
っ
ぱ
り
た
い
墾
繍

H
ぬ
か
り
同
級
μ
N
m
子
ど
も
た
ち

議

ぼ

)

{

了

三

と

銀

行

て

ら

成

閉

山

附

M
m
k
hげ
も
め
ぎ
は

ぎ
主
に
y
ぐ

れ

蹴

摘

だ

菱

重

言

霊

て
い
ゐ
子
ば
J
M

っ

て

，

一

保

膏

占

的

制

誌

を

ま

で

、

は
あ
り
ま
せ
ん
か
り
「
あ
い
つ
は
す
郎
誌
を
z
j
っ
て
こ
間
授
の
泌
が
汁
の
い

こ
い
4

と
い
甘
か
ら
だ
内
h
れ
る
た
め
〈
ま
で
泊
か
く
付
出
し
て
い
ま
す

に
突
っ
張
っ
て
し
ま
1

子
も
い
ま
す
。
官
(
問
)
1
1
2
2
内
線
3
5
2

治
家
中
や
検
査
中
の
克
は
一
主
坦

zmく
だ

さ
い

講
神
第
生
相
談

ノ
ク
コ
ナ
i
、

的
科
コ
!
?
ナ
ー
な
と
絞
り
た
ぐ
さ
ん
潟

識
し
ま
す
の

ま
た
止
の
殺
り
論
説
会
も
縫
し
ま
す

ど
う
ぞ
一
}
米
時
く
だ
さ
い
ヲ

身
近
か
な
健
康
法
パ

i
s
p
H

I
死
ぬ
ま
で
生
き
よ
う

t

マ
日
時
3
月
7
R
(
上
)
午
後
2
時
か

り
4
時
ま
て

軍
務
飾
ハ
合
淳
一
一
一
雄
元
生
「

g
本
女
学

怯
同
術
学
部
附
属
嗣
件
咋
明
日
師
長
一

wv
定
組
問
先
務
曲
名

V
申
し
込
品
屯
紛
て
向
山
川
噌
セ
ン
タ
;

い
ら
い
ら
す
る
絞
れ
な
い
、
一
頭
刀

間
同
的
廃
図
検
訟
を
3
月
中
旬
か
ら
下
重
い
、
や
る
気
が
お
き
会
い
:
。

旬
仁
実
誌
を
子
元
し
て
い
ま
す
。
輸
診
身
体
的
に
績
表
し
て
も
異
患
は
な
い
刀

希
望
者
は
由
し
込
ん
て
く
た
さ
い
ロ
ど
こ
と
な
く
す
っ
き
り
し
な
い

9
4
2

V
対
象
者
判
歳
以
上
の

H

保
健
七
ン
タ
?
と
は
そ
ん
な
心
円
以
み

V
申
し
込
み

2
月
刊
日
「
土
・
消
印
券
吟
っ
た
万
た
ち
め
た
め
に
、
納
神
掬

伊
丹
効
〉
ま
で
に
ハ
カ
キ
に
除
一
昨
、
氏
名
、
ホ
白
山
続
約
一
説
門
い
を
一
線
い
て
い
ま
ナ
U

L

V

年

綜

、

性

別

電

磁

祷

号

、

保

険

的

特

ず

い

絹
(
間
関
係
、
村
口
掃
の
別
r

を
犯
人
し
隙

掛聴い
w

ン
タ
!
へ
申
し
込
ん
明
、
〈
だ
ぢ
い
。

あ
る
与
{土
地
的

i張ま
a市 fょ
グ〉

員企視
す~1 tt 
合有志
渋川
IJ <7l 

マ知 V
槌ら硝
剥せし

Lid 
1<11 まみ
寺圭す
1勾
H 

長
UJ 

譲
先

吋一一……………… J 主主

令書能寺二銭 f街絶望芭主ま査を京事長
る す 二 ま 務 室長対犬はた主はさ動
的えでホでにやた務内{こん象お
とをや c 桜 ~fr も守備だよ;伎のに iニ
iみ チ印有てをちがし 4多 3当主よ
く .j，蔀 3皇 、4よさたfTjに人義司を!;E;る
たなを午放りえ f果をい心を事
めど待出J幾 せ な 健 か は 掛 か b'<
、がや 8 'lii すく所んやけけか
みし時けになピだめてなド:)j
だて判的、つIil~時まくいき
り〈叶子市たけにしだた
いだか続 f生 1時出はよさめ
特さ らさ所 に を、ういに
$'I.n:い lE を'，):は . fTj " 脅か，1

出奇

綾
LlI 

〈か

ん空

隊
大
舛

ミ
ッ
キ
ー
が
好
き
な

甘
え
ん
ぼ
く
ん
で
す

本
ン
ザ
ル
、

な
伸
、
な
動
持
者
約
問
~
ヲ
似
明
会
に
は
柏
保
健

婿
官
A
W
)
z
i
2
5
5
ヘ
附
制
け
山
山
秒
、

次
め
予
防
持
山
内
は
F
R
山
市
械
似
て
受
け

て
〈
た
さ
い
、

蘇
崎
市
(
は
し
か
)

Z

一
翠
混
合
一
一
白
日
ぜ
き
ン
ァ
テ

リ
ア
川
町
向
民
一

主
お
医
串
山
内
閣
名
に
つ
い
て
は
川
休

日
曜
い
い
ン
タ
の
ご
案
内

L

を
こ
む
〈
ど

さ
い
り

マ
持
参
印
緩
と
ほ
r
T
俄
政
千
枚

綿
々
な
検
滋
か
惚
け
ら
れ
蕊
す

必

ず

ベ

ー

、

ろ

い

ろ

な

検

後

ふ
い
品
川
リ
っ
て
い
ま
す
」
こ
れ
に
は
総
出
さ

れ
れ
ん
胤
液
カ
給
血
川
と
し
て
公
安
カ
と

う
か
時
暗
記
す
る
た
め
に
行
う
も
小
川
と
融

自
詩
的
健
康
託
期
内
‘
肋
と
し
て
行
J

む
の
へ
檎
丘
サ
!
と
ス
)
と
か
あ
け
を
一

す
。
検
査
サ
!
と
ス
は
コ
レ
ス
テ
ロ

ル
作
目
や
タ
シ
ハ
ク
民
主
と
5
項
目
に
つ

9
h
閥
均

9
悶
、
市
役
所
玄
鰐
斡
で

恥
料
銭
的
仲
川
淡
約
制
快
出
む
の

U
E
q
に
特
に
ぶ
削
に
山
間
ヒ
、
十
比
一
一
府
内
γ
お
十
お
い
い
絞

殺
、
公
煤
い
が
あ
り
ま
ふ
た
れ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

t

冷
絞
吋
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